
消防隊員の年代別活動能力に関する調査

The Investigatio門 A回utFiremen's Physical Fitness 

According to Age Groups 

瞳替久雄・

2築田吉保・

This investigation Is based on the air and oxygen consumption， Time taken. Relative MetaholトC

Rate (R. M. R) during an exercise test and on the self. examinations o( physical strength hy 

q"田 tωnames

(l) The time taken in an exercise test becomes longer as firemen get older EspeciaHy，叫 H<>.tgap m 

the physical strength is seen betw田nthose in their bath t、>lentiesand thirties and those in their forties. 

(2) Judging from R. M. R， violence of activity in fighting structure fires is similiar 10 that o( hasket 

ba!l， rugby， tennis， kendo and like that 

1 目 的

中高層建物火災を惣定し 消防隊員が消紡活動

をする障の生理変化を年代別に調べ，併せてアン

ケ 卜調査を行い。ぞの実状を把握するために行

ったものである。

2 調査内容

11) 消防活動に担ける隊員の年代別空気消費量.

鍛衆消費盆。む拍数， 定活動の所要略聞及び

出 アンケ トによる消防活動の年代別自己体力

評価。

3 期 「晶

昭如59年7月II臼かち13Bまで。

a 唱 i!i 

池袋消防署

5 消防活動に関する刑定

エネルギ一代謝量等の測定。 {II 対象者

表 1 測定対象人員且び身体特性

¥¥¥¥、
対象人 員 平均年齢 平均身長 平均 体重

(人) (歳) (四) (kg) 

E浮
JO 

22 172 .5 65.8 
(20-24歳〕 (J) (4.4) (8.2) 

11 a学
10 

32 171. 7 71. 9 
(30-34歳} (J) (3.4) (5.3) 

IH 群
JO 

42 167.6 68.1 
(40-44歳] (J) (3.2) (7.6) 

IV 群
JO 

49 165ι 63.6 
(45~54続) (3) (4.6) (6.1) 

169.4 674 
合計及び平均 40 

(4.8) (7.5) 

資( )内の値は，標準偏差を示す(以下各表とも問機). 

対象人員Eぴ身体特性は。表1のとおりであ

."回研究室 る。
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121 測定方，去

ア糸件

171 }Jl 後

東消3想空気呼吸"を昔袋した出火出場

町と同織の船焚とする {張備軍量的2肱.1.

1'1 活動内寄

A ホ スカ tニ出世65... f;~さ 20mのホ

ース10本を積般{舵盤量約2S0kg)し 平

担信鏑議迫路を同m見行する (.1:)F rr'i 

~A，と L ‘う 1.

8 ⑤ 束縛してある 3，型機ιを利用して

2腕章へ進入する.

⑤ 2階から僅内附険を干l問し。4硲

へょった後3陪に反る.

@ 3陪から地上にある直径65皿. 1ミ
さ30mのホース 1本を引倒げた後。

30砂間注水盗'舎をとる{以下⑤から

@までを 「行動8，という'.

~行笹・
全長Loom

戸作
動
A

一両
却

-一

号
均
一

千
'
川

二

伽

川
れ
一

ー
。
杭

イ 測定項目

σ? 所安町間
属外と屋内に"ける活働のil!をみるため

に，行動Aと行動Bについて，それぞれ問

要時聞を制問せずに綱定する.

HI空気消.111及び俄鷺納貸縁

行動Ae行動Bの呼気全ダグラスバソグ

に探集し 空気消貸縁を測定する.

また ダグラスパッグ向の呼気の訟を

サンプルパッグに保搬しガス分析笈置{エ

レクトロメタポラー}により酸素消費盆を

測定する.

(ウ}七m敏
無拘束良時間七附記憶後世(ハートメモ

行
動

8

リ)により活動昨.，心拍数を測定する.

(3) ;1制定結果と考察

ア 空気消費盆について

行動A&ぴ行動Aに要した各野ごとの低空

気消費単と 1分間あたりに倹鱒した空気消費

量の平均は.表2のとおりである。

館空気消俊量については.行動A，行動B

ともに各鮮別の援はほとんどみりれ佐い.

1分間あたりに復興した空気滑..の値を

みると，年齢が唱すにつれて減少してい〈傾

向にある.

また 行動八のホースカー良行は舷い作糞

ではないが.後の行動Bを考慮し若干の余絡

をもって行動したためか‘ l分間あたりの笠

図 1 消防，舌動慨嬰

表2 活動防の空気消費.

へ
lj 動 A 仔 動 8 

総型気消費Ii! 1分間あたりの 総~気消費厳 1分間lあたりの
空気 消費 量 空気情費量

'" It/分) (" (1/分)

2手
29.5 48.5 221.9 84.8 
(3.9) (9.2) (42.1) ( (9.9) 

11 E事
28.2 43.7 217.0 83.8 
(3.8) (7.5) (21咽4) 1 (7咽21

111 昨
27.1 37.2 210.2 78.2 
(2.9) (3.3) (14.7) ((10ρ} 

IV r手 28.6 38.9 225.2 75.9 
(4.6) (5. t) (27.5) ((I 1. 7) 

'1' 均
28.4 42.3 21ι6 80.9 
(3." (8. )} (29. J) ({I0.4) 
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気消Itltlま， 40 e穫度ととZった.しかし 行
動Bのように立体的活動が伴う作業になって

くると，時間の経過とともに疲労も加わった

こともあり。 1分間あたりの空気消費抵は.

8"前後と多〈なった. 般に男子の選勤時
の 1分間あたり般大空気消費滋 (オ ルアウ

トまで頑絞って定らせた時の空気消費量)は

消費量を伴う運動".艮〈維持できないとい

われている"このよとから 1 行動8のよ う

な槍しい行動11.生垣的にみて限界に近い空

気消費丞といえる.

イ 酸素消賢建について

行動A:&ぴ行動包に要した各幹ごとの終段

紫消費量と 1分間あたりに倹'ました駿紫消貸

80--}OOeに透するが，このように大きな空気 量の平均は表3のと必りである。

表3 活動時の酷案消費量

¥ 
行 責b A f'T 動 B 

絶酸紫消費量 1分間あたりの 総量費翼民 消焚lt 1分間あたりの

駿業消費 量 鍛来消費 盤

"1 (， /分) (!I (0/分)

'l' 

Z手
1 0 J.7 

(0.1) (0.3) 

11 宮学
1 0 J.6 

(0 3) (0.5) 

JI[ g半 lJ 1.5 
(0，2) <0.2) 

IV t手 lJ 1.6 
(0 2) (0.1) 

均
1 1 J.6 

(O，2) (0.3) 

総8愛索消費量については，行動A.行動B

共，各群別の還はあま りみられない。宜 1分

間あたりに換算した値をみると，年齢が増す

につれて減少していく傾向にある.これは

前アの空気消費量とほぽ閉じ傾向にあるa

これを表 4に示す殴索消費率でみると。行

動Aでは年齢が婚すにつれて噌加しているが，

7.5 2.9 
(O.9l ((0.3) 

7.2 2.8 
(0.9) ( (0..) 

6.8 2.5 
(0.7l ( (0.4) 

7.3 2.5 

(I.3l ((0.6) 

7.2 2.7 

(I.m ({O.5) 

行動Bでは逆に年齢が増すにつれて減少して

いる。このことは，年齢が噌すにつれて運動

負荷が厳しくなり と。呼吸の効率{呼吸によ

る腕内での殴，医療取)が劣ってくるこ とを示

している.

ウ 1分間あたりの厳高 じ拍数について

表4 活動時の監禁消費率 (%J

¥¥¥  行 動 A 行 動 B 

吉孝
3.48 3.42 
(0.42) {o 58) 

11 Z字
3.67 3.32 
(0.49) (0.39) 

山 群
3.95 3.24 
(O.55l (0.36) 

IV 勝
3.99 3.24 
(0.30) (0.53) 

可Z 均
3.74 3.31 
(0 49) (0.48) 

i分間あたりの酸繁消費量 日/分)
策駿葉消費率三 x 100 (%l 

1分間あたりの空気消費量(1/分)

( 94 ) 



行動A 行動Bに抱けるむ循散の測定"

他の測定項目と問機に各野10人ずつ実纏した

が、筋亀の修'によるむ棺散E慢の乱調や測

定のため取り付りた胸部の電極が行動中に抱

脱する等の陣嘗があり，櫨突に測定できたの

は 11詳7人.111手7人. ]][1予4人。 [Vt6人

の合計24人で.，った.

対象者の 1分間めたりの.薦心拍妻女の平均

は 褒5のとおりである.

ヨ~ 5 活I!局の分間あたりl!高心拍数 [補〆分)

¥¥¥  行 動

164 
I 酔 (7人)

1¥0) 

175 
11 鮮 17人}

(II) 

¥61 
日l群(4人)

(IO) 

156 
)V鮮 (6人)

(10) 

1日
平均 (24人)

(11) 

行動Aのホースカー曳行".比般的激しい

作集でるるため，心泊費支の平勾は165mと危つ

" --0 

次に.行動Bのように悌子を登り‘屋内進

入と 速の行動になると負荷はさらに厳し〈

伝り.鰻高憾の平均が186始と非常に高い憧を

示した.鹿内進入をしてからの心泊設は 全

体的に大きとZ穫は〈ましか"り高い値のと ニ

ろで活動が"されていた.このことは. 般

に 1分間のむ伯数の安全限界は180飽である

A 行 動 8 

185 
(0) 

189 
(10) 

180 
(11) 

188 

(12) 

186 

Oll 

お付る倍高七‘拍数は上限をこえた数値であり.

5金定した活動内容自体むか伝り厳しいむりで

あったと後糊で倉る.

一芳年齢廷についてみるk行動A 行動

Bともに際立 ったi21iな〈 ほほ同じ程度の

憧とみていい.しかし.所要時聞がそれぞれ

興公ることから.この健の比般のみではー慨

に年齢の遣について泊ずることは国策である.

エ所纂時聞について

各Z写の写均所要時聞は.表6のとSきりであ

"といわれていることからみると行動Bに る.

表6 活動所要時間

トミ二 行 動 A 行 動 B 計

I S事
37(秒} 2分 36抄

3分 ¥3秒
(4) (13) 

11 !I 
39 2 36 

3 15 
(4) (3) 

111 I事
45 2 43 

3 28 
(4) (16) 

[V ，手 45 3 。。
3 45 

(4) (I9) 

平 均
42 2 43 

3 2日5
(5) (17) 

( ~:. ) 



行動A 行動Btbに当mではあるが年・6がl¥I-tにつれて畏〈なっている.符に自に
つ〈のは1 行動BのIV!手(45......54歳}で.体

力の衰えが現われる年齢噌といえる.

また 先!こ述べたように空気消貧民と心錨

{分}
3 

(1/骨}

E. E空気消費量
1ω4 所要時間

" 
昌自+唱ー

" 
60 

" ， .. " .. "，酔 "" 
図2 空気消費量と所要時間 (行動81

オ エネルギ一代謝寧 (RMR)について

今回実施した活動がどの程度の作業強度で

あったか に ついて。RMR(Rel剖，.，

Metabolic Rateエネルギ代謝皐)を用いて

蚕z-a 高s aE 

数についてはω それぞれ生理的に上慨に近い

値を示していることから.各酵とも所要時聞

は 各隊員が全力で活動した篇巣であると考

えられる.

(摘/舟} {分)

~・高心畑m
所要時間

部

1ω 

a 2 
。邸 判Z湾 川" IV" 

国 3 It高止拍数と所要時間 (全体的活動)

倹酎してみる.

RMRは.エネルギ 鱒重畳の側人差を除

き 僧位時間の運動の強度を示す指数で.次

式によって算出される." 

作業師1IHl飽衆消費量 (me/分)一安瀞附恒分酸繋消費量 (mt/分)
RMRo:= 
.!'<i隆代鉛時毎分徴衆消費盤 (meJ分)

(11議室内訟とはI 快適な温度のむとで筋活

動や消化活動をできるだり除いた寛虚空腹時

にお付る安静横臥状態の代劇であり，生命を

後持する樋合の鰻小のヱネルギ 代制でhる.

・，1 

表7 活動の RM 肉

¥¥¥¥¥  行 動 A 

Z浮
6.6 
(1.3) 

11 群
5.9 

12.01 

111 群
5.7 
1J.1I 

IV ，孝
6.6 
(0.8) 

平 均鮮
6.2 
( 1.5) 

行動Aと行動8の RMR&ぴ行動Aと行動

B~連続した場合の RMR は表 7 のとおり

である.

行動Aと行動8の RMRを各鉾別について

行

(96 ) 

動 日
行動Aと行動B
を連続したもの

12. 1 】1.0
(1.5) ( 1.2) 

11.2 10.1 
(J .9) 11‘51 

10.8 9.7 
(1.9) (1.4) 

"咽s 10.2 

12.81 (2.2) 

11.3 10.3 
(2.1) (1.11 

みると， 郁に若干の差はあるが。ほ!l'同じ

傾向令示しているものと考えられ，また.行

動Aと行動8を連復した RMRの平均11，10 

((~\し"の強度といえる.



ニの強度をスポーツの RMRと比鮫してみ

ると，10ないし11に匹倣する舗固としては

パスケットボ ル 00.9).ラプビ

(11.1)。硬式テニス γ ングルス 3セットマッ

チ 110.9)などがある.IちfR文献によ η報告

されているRMRを表8にぷずJ

表a スポーツと消防活動のRMRの比句"“

i~ 防 活 動 RVlR ス オぞ .， 
乗車 (1.0) 1 rt.， {り歩行.j5m/min(】51

室内検察目的 3 急ぎ足臼針。ゴル7 (3.6) 

車交水.潤先圧力3kg/cml (5日

現場捌佼術州 (7.0)

5 ラジオ体悌.パドミ J 十〆 (5.0)

7 畳山(7.4)

ホ ス収納 (8.4) 9 剣道 (8-14)

今回の活動 (10.31 11 

ホ ー ス手広め延長(j4.0)1 13 

15 

17 
~ースカ一陣"し . ホ 】ス延 l 名 08 . 3 )

22 
3 
26 
1 

金設備で疾走 (30.0) 30 

次に RMRとの間迎で算出される運動位指

数で比鮫してみることにする。RMRl;t，時間

的信要ヨ慢が加わっていないため.金運動量が

わかりづらい薗がある.そこで RMRと運動

の待腕時間の債を運動鑑指数として比殺を行

うbのである." 

運動j!抱数=RMRx所要時間

行動Aと行動Bf-)t続して行った場合の各

1 
95 
3 
205 

ラグピー{1l.n.パスケ γ 卜 (I1. 3) 
サイクリ ノグ (13.5)

マラソ/ 115.61 

lO.OOOm走 (I7 .0) 

3佃Om走 (22.0)

2.000m走 (26.0)

1. 500m走(30.0)

4QOm走 (95.0)

100m走 (205.0l

鮮の総平均司「強引WJ..L 3分24秒である (表

6参照).これは.バスケットボール，ラグピ

.硬式テニス容のスホ ツを3分30秒ぐら

いプレーしたものと同位復の運動量といえる.

また.剣道の隊合と比駁してみると.行動

At行動Bを連続して実施したときの平均し

たRMRと所要時聞から遡動震情敏を算出す

ると ド式のように3ι犯 と'"る.

運動M剤散= 10.7 x 3分24紗 = 36.38 
IRMRl 所管時閣}

一方.剣遣の RMRは2分45秒間の隊合で

8 .......14と報告されている.“これつのことか

ら。}前防活動のlj!動量に匹徹する猷合時間を

算出すると 2分36砂かっ 4分33秒と信る.

6 アンケ 卜調査

11) 対象者

対象人員lム表9のと勾りである.

問 調査内容

前5 '消防活動に聞する測定J(2)アの条件左

( 9i i 

表9 アンケート圃査対叡人員

~¥¥  対象人向 {人}

20縫代 58 

30 /1 41 

40 11 23 

50 11 4 

合 針 126 



同ーの活動を実施きせて その後に別記糟式の 調査を行う.

別記様式

アンケ ト

調査"'~8 ( 

'" 
省令 ( 高度}

問 1 現在当斤で.~施している体力測定のう払 定スピ ド走を行った持の rきっきJは。どの程
gEですカ ー

にエとりがある I2 ふつ う I3 きつ川
間2 今回実施した活動についてお聞き します。
{1l あなたの体力からみると 「きっき」は.どの限度ですか.

| 1 ゆとりがある I2 ふつう I3 きつ い
叩 日明の消防活動訓練と比べるとどうですか.

| 1 ゆとりがある I2 ふつう I3 き つい
問3 あなたの体力についてお聞きします。
(1l 自信がありますか。

|lは い I2も いえ |
(21 同年代と比べて優れていると思い志す力、

|iは ぃ I2 いいえ |

(識調査結果と考療

ア 当庁で実錯している体力測定の定スピ

r走について

問 現在当庁で実施している体力測定のうち.一定スピ ド走を行った時の「きっき」はどの程度で

すか。

回答
5.2 

凡例

場
匡三ヨ

20 4Cω80ω(%) 

(9R) 



判庁のー定スピード走は.1.000mを5分間

一定のスピ ドで走り，選動後の心?台数を湖

定し符久力を判定するむのである.

「白川こ対して，きついJと回答している隊員

イ 今同健施した活動について

問今回活動した活動について

l1l あなたの体力からみると rきっき」

はどω程度ですか。
回苔

" 年代が増すにつれて多〈伝ヲてM').特

に40被代‘日夜代"若い年代との草が著しし

体力に大きなをが"ることが抱~Iできる.

(2) 日頃の消間活動~I漢と比べるとどうですか.

回答

10.代 10，"代 凡例

3c怠代 "歳代
ゆと当る

".代
'"慮代

。 10 .ゅ ωω1∞""

問問II1lに対して 'きつい」と回答している

隊員は.年齢が帽すにつれて多〈伝り.40

h長代以」こになると半数以上が rきつい，t 

感じている.このことは白軍高む拍数や所

要時間の結集に述べたように，各年代tb

限界に近Uところで全力の活動を行ったに

むかかわりず.年齢の高い隊員ほど所要時

聞が畏〈なっている傾向と一致ずるもので

あり 隼娘者にとっては厳しい活動内容で

ウ 自己の体力について

問 あなたの体力について

(11 自廿がありますか.

回答

羽織代

. 
0 

73.9 

-10 .， ωω101J(%1 

20 40ω  

あったと考えられる.

~ 

量量

1ω"" 

川町2即日明実施している消防活動訓様と

の比鮫でほ 'ゆとりがあるJ・rふつう」と
囲筈している磁貨が全体的にみて多数を占

めている.ニのことは。今回実挺した行動

は。平素実躍している梢防活動制緩とほぼ

間程度の活動量てあるということが後調1さ

れる.

(21 同If代と比べて優れていると思いますか.

F芥

別意代

。

(明}

初.，

凡例

仁二コ
いいえ

ll2!llfiI 

ω80  100(%) 



(ア) 問(1)に対して，自己の体力に「自信があ

る」と回答している隊員は，各年代とも多

くの率を占めており，消防職員の集団とし

ては望ましいことである。 50歳代が100%

「自信がある」と回答しているが，対象人

員 4名であったことを考慮して評価したい。

(イ) 問(2)の同年代の者と比べて 自己の体力を

どうみているかについては r後れている」

と回答している隊員が約半数強となってい

る。これは，一つの集団の中での比較とし

ては，ごく常識的な結果であると考えられ

る。

7.まとめ

今回設定した一般的な消防活動における測定結

果及びア ンケー ト調査結果から次のことがいえる。

(1) 活動所要時聞は，高齢者ほど長くなっている

が，特に20歳， 30歳代の者と40歳以上の者との

聞に体力的な断層がみられる。しかし，所要時

間の長短についての評価は，高齢者の長い経験

にもとづく活動内容を考慮する必要があると思

(00) 

われる。

(2) 一般的な消防活動の強度は， RMRで比較す

るとパスケットボール，ラグビー，硬式テニス.

剣道などのスポーツに匹敵する。従って，活動

能力の向上及び維持策の一方途として，消防活

動訓練と併せて，これら強度のスポーツを実施

していくことは極めて好ましいことと言える。

なお，本調査は池袋消防署及び同署員の協力

を得て実施したものである。
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